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2019.12.31
中国 武漢で
原因不明の肺炎

2020. 1. 3
計44名のうち11名が
重篤な状態

2020. 1. 5
Disease Outbreak 
NewsとしてWHOで
報告される



新型コロナウイルス感染に関する初めての広報（厚⽣労働省）
2020. 1. 6

武漢



原因不明肺炎の原因として新型のコロナウイルスが同定

2020. 1. 9



原因不明肺炎の原因として新型のコロナウイルスが同定

2020. 1. 9

Nature. 2020 Mar;579(7798):270-27

2020. 1. 29



原因不明肺炎の原因として新型のコロナウイルスが同定

2020. 1. 9

Nature. 2020 Mar;579(7798):270-27

2020. 1. 29



国内で初めて新型コロナウイルスによる肺炎患者を確認

2020. 1.16

• 神奈川県在住
• 30歳代, 男性
• 中国⼈
• 武漢市に滞在後、

⽇本に帰国
• 武漢市在住の⽗が

新型肺炎を発症



2020. 1.16



国内で初めて⼈から⼈への新型コロナウイルス感染が確認

2020. 1.28

• 奈良県在住
• 60歳代, 男性
• ⽇本⼈
• 武漢市への渡航歴なし
• 武漢市からのツアー客を

乗せたバスの運転⼿ 1/29  武漢市へチャーター機を派遣
1/30  新型コロナウイルス感染症対策本部



ダイヤモンド・プリンセス号で発⽣した集団感染

1/20 横浜港を出発
1/22 ⿅児島
1/25 ⾹港
1/27 ベトナム
1/31 台湾
2/1 那覇
2/3 横浜港に帰港
2/5 10名の感染者が確認

全乗客の客室待機措置
2/11  全乗客を対象に検査開始
2/19  検疫終了。順次下船
3/1 全乗客・乗員の下船終了

→ 80才男性が下船
 （2/1 新型コロナ陽性）

→ 2回⽬の検疫
→ 1回⽬の検疫

PCR検査陽性   712⼈（19.1％）
死亡者 13⼈（1.8％）

乗客・乗務員  3,711⼈(≧60才, 2,165⼈）



新型コロナウイルス感染による国内で初めての死者

2020. 2.13





JAPAN IBD COVID-19 Taskforceの設⽴



難治性炎症性腸管障害に関する調査研究班
JAPAN IBD COVID-19 Taskforce メンバー

研究代表者  
久松 理⼀

仲瀬裕志
（リーダー）

松本主之 ⼤宮直⽊ 飯島英樹

⽯原俊治 平井郁仁 松岡克善 松浦 稔（いずれも敬称略）



難治性炎症性腸管障害に関する調査研究班
JAPAN IBD COVID-19 Taskforce の活動内容

KYORIN
CIBD Kyorin University Hospital

Interdisciplinary Center for IBD
Department of Gastroenterology and Hepatology
Kyorin University School of Medicine

ü 新型コロナウイルスワクチン接種に関する情報発信

ü 世界のCOVID-19に罹患したIBD患者に関する情報を発信
• SECURE-IBD サマリー

ü COVID-19パンデミック下におけるIBD診療のサポート
• 実地医家向けのパンフレット作成
• IBD患者さん向けのリーフレット作成
• IBD診療に関する専⾨家からの提⾔（Expert opinion）

• IBD患者における新型コロナウイルスワクチン接種に関するQ&Aの作成



n SECURE-IBD*

• COVID-19に罹患した成⼈および⼩児
IBD患者の国際的なレジストリー

* Surveillance Epidemiology of  
Coronavirus Under Research 
Exclusion (SECURE-IBD)

https://covidibd.org/

• 世界中からアクセス（誰でも⾃由に）
• ⾃主的に⼊⼒

KYORIN
CIBD Kyorin University Hospital

Interdisciplinary Center for IBD
Department of Gastroenterology and Hepatology
Kyorin University School of Medicine

* 2022/1/24  終了



Access on Oct. 8, 2021https://covidibd.org/

2021/10/06 現在

ü COVID-19に罹患したIBD患者数の動向
• 全世界、国別、US州別

ü 患者情報
• 年齢、重症度、併存疾患
• IBD治療薬

ü 臨床転帰
• ICU管理、⼈⼯呼吸器管理、死亡
（年齢別、治療別に表記）

n 得られる情報

年齢別

治療別



JAPAN IBDCOVID-19 Taskforce 第15版より抜粋

患者数の動向
が分かるように

グラフ化

各地域別
の感染者数の
動向について

コメント

国別の感染者
数の動向を

グラフ化

SECURE-IBDサマリーの作成と情報発信



JAPAN IBDCOVID-19 Taskforce 第14版より抜粋

報告時における
特徴についての
コメントを追加

経時的推移
が分かるように
データ集積し、

グラフ化

各治療別の⼊院率
の割合も⼀⽬瞭然︕

SECURE-IBDサマリーの作成と情報発信



2020/04/19  Taskforce 設⽴
2020/04/19 SECURE-IBDサマリー 第1報 
2020/04/27 SECURE-IBDサマリー 第2報
2020/05/05 SECURE-IBDサマリー 第3報
2020/05/18 SECURE-IBDサマリー 第4報
2020/05/26 SECURE-IBDサマリー 第5報
2020/06/02 SECURE-IBDサマリー 第6報
2020/06/19 SECURE-IBDサマリー 第7報
2020/07/10 SECURE-IBDサマリー 第8報
2020/08/01 SECURE-IBDサマリー 第9報
2020/09/01 SECURE-IBDサマリー 第10報
2020/09/29 SECURE-IBDサマリー 第11報
2020/11/10 SECURE-IBDサマリー 第12報
2020/12/10 SECURE-IBDサマリー 第13報
2021/01/12 SECURE-IBDサマリー 第14報

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究班ホームページ(http://www.ibdjapan.org/)以降も、⽉1回ペースでupdateしてサマリーを配信

最終は・・・
2022/1/15 
（第23報）

SECURE-IBDサマリーの作成と情報発信

1年9か⽉
にわたり

配信継続

・・・



難治性炎症性腸管障害に関する調査研究班
JAPAN IBD COVID-19 Taskforce の活動内容

KYORIN
CIBD Kyorin University Hospital

Interdisciplinary Center for IBD
Department of Gastroenterology and Hepatology
Kyorin University School of Medicine

ü 新型コロナウイルスワクチン接種に関する情報発信

ü 世界のCOVID-19に罹患したIBD患者に関する情報をOn timeで発信
• SECURE-IBD サマリー

ü COVID-19パンデミック下におけるIBD診療のサポート
• 実地医家向けのパンフレット作成
• IBD患者さん向けのリーフレット作成
• IBD診療に関する専⾨家からの提⾔（Expert opinion）

• IBD患者における新型コロナウイルスワクチン接種に関するQ&Aの作成



COVID-19パンデミック状況下におけるIBD患者管理に必要な情報収集

• 国内学外の主な学術誌からCOVID-19とIBD診療に関連した情報を収集
New England Journal of Medicine 
Journal of the American Medical Association（JAMA）
Lancet
Lancet Gastroenterology and Hepatology
Gastroenterology
Clinical Gastroenterology and Hepatology 
Am J Gastroenterology
GUT
J Crohns Colitis
Alimentary Pharmacology & Therapeutics 
Inflammatory Bowel Diseases
Digestive disease and Science
Journal of Gastroenterology and Hepatology, など・・・



Nakase H, et al. Digestion. 2020 Sep 4; 1-9. 

COVID-19パンデミック下のIBD診療に関する専⾨家からの提⾔

仲瀬裕志, 他. ⽇本消化管学会雑誌. 2020 



QRコードを作成

• スマートフォンで
アクセス可。
• ダウンロード可。

http://www.ibdjapan.org/task/index.html

医師
向け

患者
向け

いつでも︕
どこでも︕
⼿軽に︕

実地医家およびIBD患者さんへ向けた情報発信

2020年8月



• IBD患者と⼀般集団におけるCOVID-19の発症率に差はなく、IBD⾃体がSARS-CoV-2感染の
リスク増加につながるというエビデンスはない。

• IBD患者のSARS-CoV-2感染やCOVID-19の発症・重症化に最も関与するのは原病の疾患
活動性と考えられ、原則としてIBDの活動性制御が優先される。したがって、COVID-19パンデミッ
ク下においても必要な寛解導⼊および維持療法を継続することが重要である。

• 寛解期IBD患者ではSARS-CoV-2感染へのリスクを懸念して免疫調節薬や⽣物学的製剤による
治療を中⽌する必要はない。

• COVID-19パンデミック状況下で最も注意すべきIBD治療薬はステロイドである。COVID-19を
発症した場合、⾼齢者およびステロイド 20mg/⽇以上を投与中のIBD患者では⼊院率、ICU
管理率、⼈⼯呼吸器使⽤率、死亡率が⾼くなる傾向にある。

Nakase H, et al. Digestion. 2020 Sep 4; 1-9. 
仲瀬裕志, 他.  ⽇本消化管学会雑誌. Vol.4 No.1 2020（先⾏WEB公開）

COVID-19パンデミック下におけるIBD診療のポイント
－JAPAN IBD COVID-19 Taskforceからの提⾔－

n IBD診療における患者指導

n IBD治療薬についての注意点



COVID-19パンデミック状況下におけるIBD治療別推奨
COVID-19症候なし
SARS-CoV-２陰性

(COVID-19濃厚接触者含む)

SARS-CoV-2 陽性
無症候性感染者 COVID-19発症者

ステロイド製剤

① 安易なPSLの全⾝投与は回避。
② 必要時には疾患活動性に応じて⼗分な投与量を投与。
③ ステロイド投与中の場合は可及的に速やかに減量（PSL≦20mg/⽇）
④ 局所製剤についても漫然とした使⽤は回避。速やかに減量。

5-ASA製剤

継続可
（COVID-19⾮流⾏下と同様）

継続可
（COVID-19⾮流⾏下と同様）

チオプリン製剤 原則中断
＊投与再開の基準
１）COVID-19の症状がない、あるいは消失
２）PCRまたは抗原検査における初回の陽性確認⽇

から２週間が経過
３）可能な限り感染症専⾨家との協議が望ましい

⽣物学的製剤

JAK阻害剤 継続可
寛解期は減量(10mg/⽇)

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究班 JAPN IBD COVID-19 Taskforce 編纂. 
COVID-19流⾏下にIBD診療をされるすべての医師の⽅々へ. 第1版.（⼀部改変）



難治性炎症性腸管障害に関する調査研究班
JAPAN IBD COVID-19 Taskforce の主な活動内容

KYORIN
CIBD Kyorin University Hospital

Interdisciplinary Center for IBD
Department of Gastroenterology and Hepatology
Kyorin University School of Medicine

ü 新型コロナウイルスワクチン接種に関する情報発信

ü 世界のCOVID-19に罹患したIBD患者に関する情報をOn timeで発信
• SECURE-IBD サマリー

ü COVID-19パンデミック下におけるIBD診療のサポート
• 実地医家向けのパンフレット作成
• IBD患者さん向けのリーフレット作成
• ⽇本のIBD診療に関する提⾔（専⾨家の意⾒, Expert opinion）

• IBD患者における新型コロナウイルスワクチン接種に関するQ&Aの作成



IBD患者における新型コロナウイルスワクチン接種に関するQ&A

Q. ⽇本で認可される予定のワクチンにはどのような
ものがありますか︖

Q. 新型コロナウイルスワクチンはどのくらい有効なの
でしょうか︖

Q. 新型コロナウイルスワクチンの副反応にはどのよ
うなものがありますか。また、その頻度はどのくら
いですか︖

Q. 炎症性腸疾患の患者さんは新型コロナウイルス
ワクチンの接種を受けるべきでしょうか︖

Q. 免疫を抑制する薬剤を服⽤している場合でも、
新型コロナウイルスワクチンは接種できますか︖

Q. 新型コロナウイルスワクチン接種で炎症性腸疾
患が悪化することはあるでしょうか︖

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究班ホームページよりダウンロード可能
(http://www.ibdjapan.org/)



難治性炎症性腸管障害に関する調査研究班
JAPAN IBD COVID-19 Taskforce の活動

ü 新型コロナウイルスワクチン接種に関する情報発信

ü 世界のCOVID-19に罹患したIBD患者の動向
• SECURE-IBD サマリー

ü COVID-19パンデミック下におけるIBD診療のサポート
• 実地医家向けのパンフレット作成
• IBD患者さん向けのリーフレット作成
• IBD診療に関する専⾨家からの提⾔（Expert opinion）

• IBD患者における新型コロナウイルスワクチン接種に関するQ&A


